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では、当時の「ソフトウェア危機」は解消されたので

しょうか？相変わらずソフトウェアの生産性の低さは大

きな問題ですし、ソフトウェアの欠陥によって社会に大

きな混乱をもたらす事故は無くなるどころかむしろ大き

な問題になっています。残念ながら「ソフトウェア危機」

は今もまだ続いているのです。先に述べたように人間の

能力を凌駕するコンピュータが現実のものになってきて

いる一方で、数十年前からの課題に対して抜本的な解決

がなされていないのは残念なことです。

ゲームには勝てても…….

人工知能分野の開拓者であるミンスキーは、「知の逆

転」（NHK出版新書）のインタビューの中で「ゲームに

は勝てても、人の役に立つ必要な仕事ができない」とい

う趣旨の痛烈な批判をしています。人工知能分野は研究

の方向を誤ったおかげで「失われた 30 年」となってし

まった、とまで言っています。

確かに、現状でのブレークスルーはゲームの分野など

非常に特殊な分野に限られていますが、それはきっと他

の分野においても新たな突破口を開く大きな原動力とな

るはずです。例えば、機械学習の技術や自然言語を理解

する技術、人の力では扱えない膨大なデータの中から必

要な情報をうまく取出す技術など、他の領域でも使える

一般的な技術に洗練されることによって、多くの分野に

ブレークスルーをもたらすのではないかでしょうか。そ

して、ソフトウェアの分野もその一つになるはずです。

ソフトウェアに関する膨大な情報、例えば設計書やソー

スコード、テストデータ、バグ履歴や開発管理のための

各種のデータ類など、ソフトウェアに関連するデータは

ほとんどコンピュータに格納されています。世界中のソ

フトウェアに関する膨大なデータの蓄積を背景にして、

コンピュータの能力を最大限に活用すれば、ソフトウェ

ア開発の在り方に大きな変革をもたらすのではないか、

と大いに期待しています。

ロボットがロボットを作っている現代です。次の時代

には、コンピュータがコンピュータソフトウェアを作る

ことを期待したいものです。

プロ棋士に勝ったコンピュータ

プロ棋士 5人に将棋のコンピュータソフトが挑戦する

電王戦。コンピュータソフトが三勝一敗一分けで勝利し

ました。一般の新聞などマスコミで度々取上げられ話題

になりましたのでご記憶の方も多いと思います。2012

年一月には米長邦雄永世棋聖が、さらに 2010 年の情報

処理学会設立 50 周年記念イベントでは、清水市代女流

王将（当時）が、コンピュータソフトと対戦しいずれも

コンピュータが勝利を収めています。

また米国では、複雑な質問文を理解して適切な回答

を見つけて早押しで答えるクイズ番組ジョパディでコン

ピュータが人間と対戦し、それまでのチャンピオンに完

勝する（2011年）など、特定の狭い領域ではありますが

人間のプロの能力に匹敵するようなソフトウェアが生ま

れてきています。このような状況に、「一線越えたか電脳

の浸食」、「コンピュータは人間の領域を侵すか？」など、

将来コンピュータが人間の仕事を奪うのではないか、と

いったことが話題になる時代にまでなってきました。

今も続く「ソフトウェア危機」

商用コンピュータが次々と世に送り出されるように

なった 1950 年頃から、コンピュータの利用領域がどん

どん広がり、ソフトウェアに対する需要が拡大してい

きました。しかし増大するソフトウェアの需要に対し

て、人海戦術による手作りの域を出ないソフトウェア開

発は生産性が低く、とても供給が追い付けない状況とな

り、いわゆる「ソフトウェア危機」が叫ばれました。「こ

のままでは世界中の人類すべてがプログラマにならない

と、ソフトウェアの供給が間に合わない」と言われるほ

どで、このような危機意識の下でソフトウェア工学が提

唱されたのはご存じの通りです。

しかし、幸いなことに世界中の人がプログラマにな

ることなく、今日の IT 時代を迎えています。人類のす

べてがプログラマになるどころか、人間の仕事を奪う

ことを心配するような時代にまで劇的な進歩を遂げた

わけです。
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